
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「心豊かで 確かな学力と たく

ましい体を持つ 子どもの育成」を達成するため、

学校で育成をめざす資質・能力を「表現力」と定

め、各主任等が部会の進行管理を行い、地域や関

係機関と連携をしながら組織的に取り組まれています。また、小規模校

の強みを活かし、学力や体力状況調査結果についてはきめ細かに分析

し、「すみっこ会議（サッカー型会議）」を適宜行うことで、取組の修正

等が臨機応変に行われています。 

中でも注目すべき点は、全職員で検証、改善を確実に行うことで、成

長する教師集団になっている点です。例をあげると、「おはなし あい

うえお」や「発表名人」において、達成したことには印をつけることで

より焦点化した取組へと発展しています。（張りっぱなしではない！） 

また、体力テスト後も、課題のあった項目については、「チャレンジ

ミッション」として毎月計画的に取り組み、３学期には再度体力調査を

行うことで成長を感じさせようとしています。 

授業においては、全学級を参観しましたが、教材や指導が工夫されて

おり、特に５年生算数のタブレットをつかった説明は、今後の ICT活用

の提案となるような内容でした。これからも、よりダイナミックな実践を期待します。 
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